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アクティブ試験前後のトリチウム濃度の変化 

 

 

大型再処理施設から大気排出される 3Hの環境影響を評価するため、継続的にデータを取得して

きました。アクティブ試験時には降水及びコメの水分中の 3H濃度が一時的に上昇しましたが、試

験後には速やかに低下していたことがわかりました。また、濃度が上昇した時の結果でヒトへの

被ばく線量を評価し、大きく影響するレベルではないことがわかりました。なお、試験後の春季

に繰り返し観測された降水中 3H濃度の上昇は、春季に大気環境中の 3H濃度が高くなるスプリン

グピークといわれる自然現象によるものです。 
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図1 降水及びコメ水分中トリチウム（3H）濃度の変化と調査地点 
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